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ヨーロツノマー アメリ カ語学・ヨ | スラブ語学スラプ文学、ドイツ語学ドイ








































































































新輯J(1951年)、 『考古学叢書j第 1冊(法隆寺建築綜観、浅野清、 1953年)、
『考古学叢書j第 2冊(朝鮮磨製石突Ijの研究、有光教一、 1959年)、 『考古学叢
書J第3冊(朝鮮櫛目文土器の研究、有光教一、 1962年)、『博物館考古学資料目
録j第 1部(1960年)、『博物館考古学資料目録』第 3部(1963年)、『博物館考
古学資料目録J第2部(1967年)、 『慶陵j 1・II(田村実造、小林行雄、 1953・




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































refutation bouddhique de la permanence des choses (sthirasiddhidu号al)a)et 
la preuve de la momentaneite des choses (k;al)abhangasiddhi)" (1976)、














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1955-59年 20 。 16 
1960-64年 9 (1) 1 6 
1965-69年 14 (3) 。 12 (2) 
1970-74年 12 。 9 
1975-79年 12 (2) 。 10 (1) 
1980-84年 8 (1) 。 8 (1) 
1985-89年 12 (3) 。 11 (2) 
1990-例年 9 (4) 2 。





































































































































































































































































































































































年 4月講師に就任、昭和 6(1931)年 3月助教授に昇任したが、病を得て昭和





















































































































































































































































































































































































































































てきた。 フォ ンチエの~~、 ド・ラ・ムッセ(Dela Mousset)、ブーリエ・フレ
シネ (BeulierFrecynet)、マルグリ ット・ヴィエ(MargueriteVie)、ジャ ック



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Kyoto Studies in Psychology 1"を世界各国に送り反響を呼んだ。その後、
昭和52(1977)年には柿崎らの努力で英文の研究速報誌“BriefReport from 






















































































































































本の構造.1 (1984年)、 H近代日本」の歴史社会学.1 (1990年)等がある。
松田は人類学的な方法を動員してアフリカ都市・農村の社会移動の研究に
取り組んでおり、特に出稼ぎ民社会の動態や民族生成のメカニズムを研究し
ている。主な論文として、“Urbanizationand Adaptation" (African Study 
Monographs， vol. 5， 1984)、“SoftResistance in the Everyday Life" (Senri 
EthnologicaI Studies， No.31， 1992)等がある。
社会学講座は平成 4(1992)年4月から文学部の改組に伴いそれまでの哲学
科から新設の文化行動学科に移行した。この移行によって、社会学の研究-
教育を一段と経験科学として遂行する条件が整備されてきた。さらに、目
下、大学院重点化の計画が進展しているが、それが社会学の経験科学として
の性格を損なうものであってはならない。本講座がこれまでの伝統を踏まえ
て今後の研究・教育において一層推進しようとしていることは、歴史や比較
社会的視点を重視し、社会生活の特定の具体的な現象を理論的・経験的に統
合して研究することである。そのために、講座やカリキュラムは今後は、①
社会学理論・方法論、②歴史社会学、③比較社会学、④現代社会・社会問題
研究、に再編成され、学生・大学院生はだれもが①を学習した上で、さらに
②~④の中から 1つを専攻するようになる。
こうした変化を達成することは、本講座がこれまで学界で果たしてきた役
割から見ても望まれることである。初代の米田教授は日本のわが国最初の全
国的な社会学会である「日本社会学院」の創設(大正 2<1913>年)に尽力し、
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白井教授は日本社会学院の後を継いで大正12(1923)年創設された「日本社会
学会」で長年理事を務め、戦後には日本社会学会の会長、関西社会学会委員
長を歴任した。同様に、池田・中両教授も学会の理事・委員長として活躍
し、学会の発展や社会学研究の推進に貢献した。本講座は一大学内部での役
割にとどまるものではなく、学会活動を通じて広く学界に影響を及ぽしてい
る。さらに研究の点でも、本講座出身者を中心にした社会学の専門誌『ソシ
オロジ』が昭和27(1952)年に発刊されたが、それ以来講座は編集事務を担
い、この雑誌を媒体にして社会学の研究が促進され、会員相互の交流も深ま
った。
本講座の卒業生は、旧制時代に総数246名、新制になってからの昭和28
(1953)年から現在平成 5(1993)年 3月までの学部卒業生は626名に達する。
新制度での修士修了者は107名、博士課程学修者は97名を数える。卒業生は
近年女子学生の数も増えてきているが、教育・研究分野のみならず、マスコ
ミ・出版社・公務員・メーカー・金融機関などで幅広く活躍している。こう
した卒業生が一層活躍していくためにも、彼や彼女らが時代にふさわしい社
会学の内容を修得できる環境を整えることが本講座の使命である。
4. 地理学
京都帝国大学文科大学に史学科が創設されるに際し、開設委員であった内
田銀蔵教授の卓見により、史学地理学第2講座(地理学講座の前身)が地理学
の独立した講座として、明治40(1907)年5月に開設された。本講座初代の小
川琢治教授(1870-1941)は、明治29(1896)年に東京帝国大学地質学科を卒業
し、明治41(1908)年5月の来任までの聞は農商務省地質調査所技師を務め、
その聞に「日本群島地質構造論Jを世に問うなど、まず地質学の分野で活躍
した。また小)1より早く、明治40(1907)年10月から着任した石橋五郎助教授
(1877 -1946)は東京帝国大学史学科の出身であった。本講座が開設されて数
年後に東京帝国大学にも地理学の講座が開設されたが、それは理科大学に設
置されており、この時点で既に東西における地理学の位置付けが大きく異な
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っていた。小川は着任の後、自然地理学特に地形学を中心に講義を行い、石
橋が地理学史・人文地理学・講読などを担当、ほかに人類学・日本歴史地理
が開講された。小川|は一方で漢籍に関する深い理解を有し、中国歴史地理の
多くの著書を生み出した。さらに、嘱波平野の散村や大和盆地の環濠集落の
研究に先鞭を付け、集落の発生・歴史的展開の解明という今日に至る論点を
地理学に取り込んだ。大正10(1921)年12月、小川は地質学鉱物学教室を創設
して理学部に転出したが、それまでの14年間に地理学教室の基礎が築かれ
た。同時に古地図・地形図等の収集にも意を注ぎ、多くの古地図を購入する
一方、地形図・地質図の寄贈を受け、それらが今日の教室・文学部博物館の
コレクシヨンの重要な部分となっている。この時期には、民族資料の収集も
開始された。小川在任中の卒業生は13名であったが、その学風を受けて、中
国や近畿諸地域について歴史性を重視しながらその特性を論じる形の卒業論
文が多かった。一連の広範な活動を反映し、例えば昭和 5(1930)年に刊行さ
れた 『小川博士還暦祝賀記念論叢』には56編もの論文が寄せられたが、理学
部系の人々の論文が多いことはもとより、文学部系の中でも、地理に次いで、
東洋史の論文が多かった。
小川の転任の後、教授として講座を担任した石橋は当初ラッツェルによっ
て講じたが、やがて時代変遷的に地理を見るという立場を鮮明にした。地人
相聞を基調とする人文地理学こそ地理学の本体であるとし、歴史的要因が重
要な役割を占めること、時には歴史的説明が地人相関の解釈の大半を占める
ことを論じた。この歴史性を重視する考えは、古地図類のコレクションと相
まって、教室出身者による研究の 1つの伝統的な姿勢となった。
明治43(1910)年に小川の発起で創設された「地理学談話会Jは、次第に活
発な活動をするようになっていたし、史学科卒業者などが中心となって大正
4 (1915)年に始められた「史学地理学同好会」も、機関誌『歴史と地理』を
刊行していた。さらに大正13(1924)年には、小川・石橋のほか理学部の中村
新太郎教授が中心となって「地球学団Jが発足し、雑誌『地球Jを刊行し始
めた。また、小川・石橋によって、地理学の普及を目指した多くの叢書が監
174 
第2節各講座の歴史
修・編纂された。この時期に注目されるのは、これらに加えて、教室独自の
研究成果の発表のために、昭和 7(1932)年に『地理論叢』第 1輯が刊行され
たことである。巻頭論文において、石橋は上述の地理学観を述べ、その後随
時刊行が続けられた。石橋の教授在任中には、旧制高校の増設もあって地理
学専攻の卒業生は著しく増加し、大正11(1922)年から昭和11(1936)年の停年
退官に至る聞に、計57名に達した。そのほとんどが、圏内の特定地域を対象
として人口・歴史・集落・経済・交通等の現象を取り上げ、着実に資料を収
集し、綿密に叙述する手法を継承していた。とりわけ昭和に入ってからは、
毎年 5-10名が卒業し、その多くが教壇に立った。 [地理論叢J第8輯は石
橋の還暦記念論文集に当てられたが、同書に収められ、献呈された論文は32
編に及んだ。
昭和 6(1931)年から着任していた小牧実繁助教授(1898-1990)は、昭和13
(1938)年教授に昇任し、講座を担当した。小牧の専門は先史地理学であり、
主著『先史地理学研究j(1937年)等において、歴史地理学を過去の任意の
「時の断面Jにおける景観復原を目的とするものと論じた。また、多くの海
外地理学者の論著をも紹介し、昭和12、13(1937、1938)年には、『地理論叢』
のほかに『京都帝国大学文学部地理学研究報告』も出版した。しかし、『歴
史と地理』は昭和 9(1934)年、『地球』は昭和12(1937)年に廃刊となり、『地
理論叢Jも昭和18(1943)年に事実上廃刊となった。
小牧はやがて日本地政学の樹立を提唱し、第 2次世界大戦下の時局が緊迫
するとともに、この立場を強く推進した。昭和11(1936)年から昭和20(1945) 
年に至る聞の卒業生は61名に達したが、その前半には地理思想史や方法論、
人口や経済地域の問題など、従来の傾向を引き継いだ卒業論文が多かった。
しかし後半には、教授の影響の下に地政学的研究が大半を占めるようにな
り、またアジア諸地域の民族問題や資源を論じたものも増加した。太平洋戦
争下の政策と強く関連しつつ構築された日本地政学を核とする教室運営は、
敗戦によって大きな転換を迫られた。学生は戦陣から相次いで、復学したが、
小牧は昭和20(1945)年12月に職を辞し、翌昭和21(1946)年には室賀信夫助教
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授と野間三郎講師も辞職した。教室には専任教官がいなくなり、講座は存亡
の危機に瀕したが、東洋史学講座の宮崎市定教授が地理学講座を兼担し、そ
の見識に支えられて教室の再建が始まった。小牧の受講生等が中心となっ
て、古稀を祝う論文集『人文地理学の諸問題』が刊行されたのは、ずっと後
の昭和43(1968)年のことであった。これには40編の論文が収載された。
昭和21(1946)年から非常勤講師として講義を担当し、昭和22(1947)年に就
任した織田武雄助教授(1907-)によって、教室の再建はようやく軌道に乗り
始めた。織田は昭和25(1950)年には教授に昇任して地理学講座を担任し、こ
の頃から毎年、 4-5人の卒業生を送り出すようになった。さらに昭和32
(1957)年頃からは、若干の年を除けば6-8人程度の卒業生を数えるように
なり、昭和34(1959)年には水津一朗助教授(1923-)が着任した。
織田の専門は地理学史・地図史であり、主著『古代地理学史の研究』
(1959年)をはじめ、昭和46(1971)年の停年退官後のものも含む多くの著作で
この分野の研究を推進している。織田はまた、文学部関係者を中心とした地
域調査や、国史学教室・教養部人文地理学教室との共同調査などを実施し
た。昭和24(1949)年から 3年間にわたって行われた湖東平野の調査は、日本
における共同調査の先駆であり、昭和40(1965)年には門真市の調査結果が京
都大学文学部地理学教室研究報告第 1輯『大都市近郊の変貌』として刊行さ
れた。この問、昭和34(1959)年には織田は京都大学イラン・アフガニスタ
ン・パキスタン学術調査隊に参加し、その成果を [西南アジアの農業と農
村j(1967年)として公刊した。この頃から地理学教室の卒業生・大学院生で
東南アジア・南アジア・西アジア・太平洋諸島などの調査に出かける者が増
加した。
戦後の卒業生は昭和46(1971)年の織田の停年退官までに157名に達し、ほ
かに大学院修士課程のみの修了者が3名あった。卒業論文には、地理学史・
地図史をはじめ歴史性を重視したものが多いことに加え、文化人類学や社会
経済史学などの方法を導入したものも増加した。昭和46(1971)年に刊行され
た『織田武雄先生退官記念 人文地理学論叢』には、 62編もの献呈論文が収
176 
第2節各講座の歴史
載されたが、前述のような伝統的な傾向はもとより、様々な外国の地域をフ
ィールドとした論文が多いこと、テーマが広く地理学の各分野に及んで、いる
ことに特徴がある。
このような卒業生の増加とともに、「地理学談話会」もまた従来のように
同窓の親睦の核としての役割を果たし続けたが、昭和21(1946)年にはより広
範な地理学者に呼びかけて「西日本地理学会」が結成された。昭和23(1948) 
年にはこれが発展的に解消されて「人文地理学会」が創設された。同学会は
機関誌『人文地理』を刊行し、当初の季刊から昭和25(1950)年には隔月刊と
なり、平成 6(1994)年初頭までに46巻を重ねている。同学会は創設以来事務
所を地理学教室に置き、会員数約1，700名、機関誌刊行数2，100部を数えるに
至り、また海外の諸学会と機関誌の交換を行っており、わが国の代表的学会
と評価されている。昭和59(1984)年には独立の事務所に移転したが、『人文
地理』の水準は地理学教室の発展とも深く結ぴ付いたといってもよいであろ
つ。
昭和46(1971)年からは水津が教授に昇任して地理学講座を担任した。水津
は独自の「基礎地域」概念を提示し、主著『社会集団の生活空間J(1969年)
をはじめとする多くの著書において、基礎地域・結節システム・地域を論じ
た。また、ヨーロッパ地理学史、ヨーロッパ歴史地理学、佐相地理学などの
著作も次々と刊行し、伝統的な分野に加え新しい分野をも開拓している。7](
j季もまた教室の学生・大学院生を中心とした地域調査を実施して『中心集落
とその背域.J(1975年)を刊行し、さらに教室関係者による論文集 『地理の思
想.1(1982年)、『空間・景観・イメージj(1983年)等をも公刊した。これらは
いずれも京都大学文学部地理学教室研究報告の続編とされているが、このう
ち 『地理の思想』は、昭和55(1980)年に京都で開催された第24回国際地理学
会地理思想史部会での成果を基礎としたものであり、内外の地理思想とその
接触を取り上げたものであった。水津は昭和61(1986)年に停年退官を迎えた
が、それまでの16年間に79名の地理学専攻卒業生があり、ほかに 2名の大学
院生が水津の下で‘学んだ。退官に際して刊行された『人文地理学の視圏』に
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は、 71編もの論文が収められた。これらに見られる学風は、基本的には織田
時代のそれを継承しているが、前述のような学史的・理論的なものの比重が
相対的に高くなっている。
昭和47(1972)年には感地利明助教授が着任していたが、昭和61(1986)年か
らは教授として地理学講座を担任し、平成 2(1990)年には新設された地域環
境学講座の担任となった。地域環境学講座が新設されたことにより、地理学
専攻は 2つの講座によって運営されるようになった。感地は、農業・農村研
究、比較居住生態論、南および西アジア地域研究、空間認識論など、広範な
分野において次々と研究成果を発表し続けてきたが、平成 6(1994)年に東南
アジア研究センター教授として転出した。
感地の異動に伴って、地理学講座には平成 3(1991)年から成田孝三教授が
きんだ
着任し、昭和62(1987)年から同講座助教授に就任していた金田章裕が、平成
6 (1994)年教授に昇任して地域環境学講座の担任となっている。成田は都市
経済地理学を専門とし、インナーシティ問題、ジエントリフィケーション、
エンタープライズゾーン等について論究した 『大都市衰退地区の再生』
(1987年)や都市発展段階説、世界都市論、リンケージ政策等を論じた『現代
大都市のリストラクチャリングj(1992年)等、特に日英米都市の機能・構
造・政策の比較研究に関する著作が多い。金田は、歴史地理学、オーストラ
リア地域研究などを専門とし、 『条里と村落の歴史地理学研究j(1985年)、
『古代日本の景観J(1993年)等をはじめ、主として日本・オーストラリアに
関する研究成果を発表している。
本地理学教室は日本で最も長い歴史を歩んで、きたが、この間多くの教室出
身者が、助手としてその運営を助けてきた。また、教養部人文地理学教室教
官をはじめとする学内外の多くの研究者による、様々な講義が開講されてき
たのも Iつの大きな特徴である。それによって多様・多彩な研究者を輩出す
ると同時に、マスコミその他の実業分野にも多くの人材を供給してきた。伝
統的学風の 1つが歴史性を重視する姿勢であることは既に述べたが、これが
文科大学史学科に設置された地理学の講座の当初の目的に深く関わっている
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ことは改めて繰り返す必要がないであろう。しかし平成 3(1991)年から、創
設以来の史学科を離れ、地理学専攻は文学部に新設された文化行動学科に移
り、また、地理学・地域環境学の2講座によって構成されるという新しい段
階を迎えている。
5. 科学哲学科学史
科学哲学科学史講座は、文化行動学科の新設に伴って設置され、平成 5
(1993)年4月に内井惣七が倫理学講座から転じて担当教授として着任した。
内井の研究業績は、論理学、確率基礎論、 19世紀の物理学と生物学や、科学
方法論の歴史などにわたり、 『論理学j(共著、 1976年)、『科学と哲学J(編
著、 1988年)、『シャーロック・ホームズの推理学.1(1988年)、 『真理・証明・
計算j(1989年)等の著書がある。
本講座設置に至る前史としては、長年構想されてきた文化行動学科の一分
野として「科学・文化論講座Jが盛り込まれていたことをあげなければなら
ない。実際の設置に当たっては名称と教育研究内容がかなり改められたが、
構想段階では関連講座であった哲学哲学史第 1講座と第4講座による講義等
の実績と準備とに負うところが大きい。
本講座は科学哲学と科学史を両輪とした研究を目指す。平成 5(1993)年度
に「科学哲学概論jの講義が始まり、平成 6(1994)年度からは、科学史概論
のほか専攻生向けの本格的な研究講義と演習科目が提供されている。
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